
施

（ｃ）幅方向の調整は、幅調整板（フラッシング）を用いる。

　　　コンクリ－トが漏れるおそれがある場合は、デッキプレート相互を溶接する。
（ａ）デッキプレート相互をカン合により接合させながら敷込む（接合部で幅調整をしてはならない）
敷込み・仮止め
（ｃ）梁上を清掃し、所定の位置に墨出しをする。

搬入・保管・揚重・仮置・墨出し
（ａ）揚重は２点吊りとし、デッキプレ－トをワイヤで傷つけないようにする。

（ａ）工法・工程・割付け計画をたてる。（図１）

デッキ山部（図３）

割付け計画

工

大梁

（ｄ）デッキプレートと大梁との接合ができるように、デッキプレート山部が梁上にこないように納める。（図３）

（f）焼抜き栓溶接の溶接条件及び溶接機器仕様

件
条
接
溶
準
標

梁フランジ板厚

溶接　電圧

溶接　電流

溶　接　機

溶接棒及び溶接材料

溶接径

アークタイム

項目

溶接作業者資格

（ｂ）コンクリ－トの強度がでるまでは、床面に重量物を置いたり振動を与えたりしない。
（ａ）コンクリートの初期乾燥収縮を防ぐ為、３日以上湿潤養生する。
養　生

（ｃ）単位水量の少ない、スランプの小さいコンクリ－トを入念に打設する。
（ｂ）設計コンクリ－ト厚さを確保する。
（ａ）コンクリ－ト打設前にデッキプレ－ト面を充分清掃する。
コンクリ－ト打設
（ｄ）異形鉄筋の継手はＪＡＳＳ５による。
（ｃ）溶接金網の継手は重ね代は図７の通り。
（ｂ）コンクリ－トかぶり厚さを確保するスペ－サ－を１ｍ以内に設置する。
（ａ）規定のサイズを床全面に配筋する。（図６）
溶接金網又は異形鉄筋

開口部補強
インサ－ト工事・配管・配線

小口ふさぎはデッキプレ－トの溝をふさがない独立したものを使用する。（図５）　又は、エンドクロ－ズ製品を用いる。
小口ふさぎ・コンクリ－ト止め

190～230A

6 mm以上

18 mm以上

8～12sec

溶接方法

構造認定を受けた

発射打込みびょうメーカー

日本ヒルティ（株）

日本パワーファスニング（株）

（ｂ）頭付きスタッドを使わない場合は、焼抜き栓溶接、打込みびょうまたはすみ肉溶接等の接合構法とする。

（ａ）頭付きスタッドで面内せん断力を梁に伝える場合、デッキプレートを鉄骨梁に密着させ、強風や
デッキプレートと梁との接合

（ｃ）施工者は焼抜き栓溶接講習会を受講した方が望ましい。

ハイパー
デッキ

ピッチ

1.0～1.6mm

低水素系溶接棒φ4mm

交流アーク溶接機AW250A以上
又はエンジン溶接機230A以上

JIS Z 3801基本級以上又は
JIS Z 3841基本級以上

開口部まわりは必ず鉄筋等で補強する。

（図５）

（図６）

（図７）

30

溶接金網又は異形鉄筋

スペーサー

のうち大きい値以上

50mm以上

ま

標

納

準

図

り

計

設

1

2

3

4

10

7

5

6

8

9

１．ア－ク発生

25mm
以上

溶接棒

２．デッキ焼抜き ３．押込み・溶着 ４．整形
そっと引き上げる

焼抜き栓溶接又は
発射打込みびょう

（i）焼抜き栓溶接運棒方法(SPWの場合)

（g）焼抜き栓溶接１個所当りせん断耐力

SPW 7,350 11,025

1.2mm 1.6mmデッキ板厚

溶接ピッチ（P）:特記無き限り600mm以下とする。

（単位:Ｎ）

10mm以上

デッキプレート板厚

改訂:2025年5月

2

焼抜き栓溶接(SPW)

1．項参照
ａ;D13（上下端）
ｂ;D13（上端）、ｃ;D10（上端）

ｂ;D13（上端）
ｃ;D10（上端）

２．開口が連続している場合

ｃ;D10（上端）

イ）開口間の内法寸法>３x開口径
ａ）φ150mm程度 ｂ）開口群

FB65x6等
ハイパー
デッキ 梁耐火被覆

コンクリート
溶接金網又は

幅調整板

異形鉄筋

発射打込みびょう
又は頭付きスタッド

現場切断
（デッキ）

(5)デッキ梁継手部

200mm以下

コンクリート

小口ふさぎ
溶接金網又は異形鉄筋

デッキ受材

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

ハイパー
デッキ

梁耐火被覆50mm

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう
又は頭付きスタッド

小口ふさぎ

は異形鉄筋
溶接金網又

コンクリート

デッキ
ハイパー

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、

50mm以上
以上

ハイパー

焼抜き栓溶接
梁耐火被覆

デッキ

鉄骨造の場合
(1)建物外周部デッキスパン方向

壁 小口ふさぎ

異形鉄筋
溶接金網又は

コンクリート

(2)建物外周部デッキ幅方向 (3)建物内部デッキスパン方向 (4)デッキ幅方向デッキ振り分け

1.0mm

4,500

突風によって飛散しないように、またコンクリート打設時に移動、変形しないようにアークスポッ
ト溶接もしくはすみ肉溶接等で速やかにデッキプレートを梁に接合する。

これら接合構法を用いる場合は、デッキプレートを鉄骨梁に密着させ接合を行なう。ただし、焼抜き栓溶
接の最小溶接箇所は図4による。

（ｄ）コンクリートの打継ぎ位置は、デッキプレートスパンの１／３～１／４の位置とする。

ロ）開口間の内法寸法≦３x開口径

３．スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

（Ｂ）施工上の留意点
１．デッキプレートは各溝で梁に接合する。
２．溶接金網は、所定の位置に配する。
３．水セメント比の小さいコンクリートを用いる。
４．コンクリート打設後初期には湿潤養生を行い、充分な養生期間を設ける。
５．早期に載荷したり、振動を与えない。

（Ａ）設計上の留意点
１．小梁の剛性を大きくする。
２．ひびわれ拡大防止のため補強筋を設ける。（右図）

・大梁上の補強（例）ひ
び
割
れ
拡
大
防
止

例)補強筋 D10@200

400mm以上

400mm以上

ひび割れ

デッキプレート

（h）発射打込みびょう１箇所当りせん断耐力

打込みびょう

デッキ板厚 1.0mm

2,850

（単位:Ｎ）

1.6mm

5,3004,000

1.2mm

デッキ
ハイパー

デッキ受け
L-65等

デッキ切欠き

ハイパー
デッキ

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

ａ寸法によりデッキａ
受け材（アングル）
のサイズを決定する

デッキ受け

〈組立材による受け〉

デッキ受け

ダイアフラム

50mm

溶接金網又は
異形鉄筋

以上

隅肉溶接

デッキ
ハイパー

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう
以上

〈アングルによる受け〉

又は頭付きスタッド

異形鉄筋
溶接金網又は

コンクリート

50mm

コンクリート

〈アングルによる受け〉

(9)中間エンクロ柱周りデッキ受け

又は頭付きスタッド

柱

梁耐火被覆

(6)中間エンクロ仕様　建物外周部納まり

壁 壁

溶接金網又は異形鉄筋
幅調整板

デッキ
ハイパー

又は頭付きスタッド
発射打込みびょう

デッキ受け

焼抜き栓溶接

(8)大梁まわりの納まり

コンクリート

〈組立材による受け〉
柱

45
45

定

認

火

耐
鉄骨梁

持

支

続

スパン

50

ハイパーデッキ

＊梁の耐火被覆は、必要に応じて行う。

スパン

鉄骨梁

120

50
鉄骨梁

溶接金網又は異形鉄筋

普通コンクリートFP060FL-0031(1時間耐火)又はFP120FL-0122(２時間耐火)軽量コンクリートFP120FL-0081,-0173(2時間耐火)※端部オープン・小口フサギ仕様の場合

30
連

コンクリート（普通）

スラブ厚

溶接金網又は異形鉄筋

普通コンクリートFP060FL-0031(1時間耐火)又はFP120FL-0122(2時間耐火)軽量コンクリートFP120FL-0081,-0173(2時間耐火)※端部中間エンクロ仕様の場合

30

鉄骨梁

連

支

続

持

ハイパーデッキ

スパン

50

鉄骨梁（中間の小梁レベルは大梁-45とする）
＊梁の耐火被覆は、必要に応じて行う。

コンクリート（軽量）

スパン

45
75

50
鉄骨梁

普通コン:FP060FL-0032（1時間耐火）又はFP120FL-0033、軽量コン:FP120FL-0088,-0173（2時間耐火）

単

純

支

持

耐火補強筋 D13150以上

30

45

コンクリート
50鉄骨梁

1時間耐火:60以上

スパン

ハイパーデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

2時間耐火:80(軽量75)以上

120

＊梁の耐火被覆は、
  必要に応じて行う。

150以上

鉄骨梁

50

スパン
鉄骨梁

30

50 ハイパーデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

鉄骨梁
50

45
75

150以上 150以上
耐火補強筋 D13

コンクリート

P１　＝　ｑ　／　Qm　x　1000

(特記)[　　　　]mm、下式による。

ｑ:１箇所当りのせん断耐力
Qm:１ｍ当りの設計水平せん断力

P　＝　MIN　（　600　,　P1　）

スラブ厚 普通コン(２時間耐火80以上,１時間耐火60以上)軽量コン(２時間耐火75以上)

※梁との接合は2時間耐火の場合、頭付きスタッドとする。

※梁との接合は頭付きスタッドとする。

重ね代　150mmまたは1メッシュ＋50mm

2

※１ 許容スパンは、鉄骨梁の芯間距離とする。

※4

開口部補強（箱抜きの場合）
★原則としてコンクリート硬化後にデッキプ

レートを切断し、孔あけ（箱抜き）とする。
★先に孔をあける場合は、支保工を用いるか

仮設梁でコンクリート打設時には必ずデッキ
プレートを支持する。

★合成スラブ開口周辺の上端には開口補強
（D10以上）を施す。

★本仕様の範囲外の場合は、イ）小梁を設ける、
ロ）鉄筋コンクリートスラブとして補強する
等の処置を施す。

ａ;W寸法による。ｃ;D10（上端）

ｃ;D10（上端）

ａ;D16（上下端）
ｂ;D13（上端）

ｃ;D10（上端）

ａ;D22（上下端）
ｂ;D13（上端）

１．開口が独立している場合
ａ）φ150mm程度 ｂ）□-300mm程度 ｃ）□-600x900mm程度

※３ 耐火補強筋（D13）をデッキプレートの各溝中央にかぶり45mmで配する。

耐

※1

※3

※2

※3

開
口
部
補
強
例

※2

※3

デッキ方向 デッキ方向

合成スラブの設計・施工は（一社）日本鋼構造協会編「デッキプレ－ト床構造設計・施工規準」

（一社）日本建築学会編「建築工事標準仕様書・同解説 ＪＡＳＳ５ 鉄筋コンクリ－ト工事」及び

「同 ＪＡＳＳ６ 鉄骨工事」、日鉄デッキプレ－トカタログ等による。

デッキ合成スラブ
設計･施工標準仕様書

幅調整板

ハイパー
デッキ

※ 中間エンクロの場合、梁との接合は
頭付きスタッドを推奨。

頭付きスタッド

以下のひび割れ拡大防止の対策は、必要に応じて行なって下さい。

（図４） デッキプレート幅方向 デッキプレートスパン方向　溶接ピッチ（P）

　デッキプレート
　（JIS G3352）

　品名 HYPER

　板厚 1.0mm

　種類 SDP2G

　表面処理 めっき仕様 Z12

　コンクリート

　種類 普通

　設計基準強度（N/mm ） 18

　デッキプレート山上厚さ（mm） 60

　溶接金網または
　異形鉄筋

　溶接金網（JIS G3551） φ6-150
注意）2時間耐火連続支持の場合はφ6-100以上。

　異形鉄筋（JIS G3112,3117） D10-200

　デッキプレート端部仕様 中間エンクロ

　梁との接合

　  頭付きスタッド
　径16mm以上。⾧さ、ピッチは構造図による。梁とデッキプレートとの接合はアーク
　スポット溶接等による。(2時間耐火連続支持の場合は、頭付きスタッドとする)
　デッキを貫通して接合する場合、スタッド⾧さは150mm以上とする。

　  焼抜き栓溶接（SPW） 　溶接径は18mm以上（※溶接位置は特記による）K27を超えるめっき付着量のデッキ
　プレートには適用不可。（発射打込みびょうとする）

　  発射打込みびょう 　接合位置は特記による。構造認定を受けた発射打込みびょうを使用すること。
　（Φ4.5mm以上）

  ｺﾝｸﾘｰﾄ
   種類        認定番号   支持条件  許容スパン

    （m）
 許容積載荷重
 （kN/m  ）

 ｺﾝｸﾘｰﾄ厚
  （mm）

   ひび割れ拡大防止筋        備考

   普通

   床１時間
  FP060FL-0031   連続支持      常温時の設計による

  60以上  φ6-150X150または
   D10-200X200  FP060FL-0032   単純支持      常温時の設計による      耐火補強筋

　 床２時間

  FP120FL-0033      常温時の設計による   80以上  φ6-150X150または
   D10-200X200      耐火補強筋

   軽量  　床２時間

  FP120FL-0081   連続支持
   3.20以下    7.59以下

  75以上  φ6-100X100または
   D10-200X200  頭付きスタッド仕様

   3.60以下    6.00以下

  FP120FL-0088   単純支持   3.60以下    6.00以下   75以上  φ6-150X150または
   D10-200X200

 頭付きスタッド仕様
     耐火補強筋

※ 左右のスパン比は原則均等とするが、最大3:2までとする。

※ 左右のスパン比は原則均等とするが、最大3:2までとする。

スパン

（図１）コンクリート打設時支持スパンのとり方
※Ｓ造の場合、耐火認定上のスパンは梁芯間距離とする。

ハイパーデッキ　     HYPER

(大梁)接合部2箇所

各谷1箇所(小梁)

中間1箇所接合部2箇所
［ ］箇所 ［ ］箇所

  FP120FL-0122   連続支持   80以上
   D10-200X200
 φ6-100X100または ※2

 頭付きスタッド仕様

※４ スラブ自重が2.661kN/m （山上75mm、t=1.0相当）を超える場合は、超えた重量分を許容積載荷重から差引く。

※６ 上記耐火認定条件に適合しない場合は、耐火被覆仕様（FP060FL-9128、FP120FL-9129）を適用する。
ただし、その場合のデッキ板厚は1.2mm以上とする。

2

※２ 梁との接合は頭付きスタッドとする。（φ16以上、@300以下とする）

W＝141.0/L　-Wdl

（注１）式中の「W」は許容積載荷重（kN/m　）、「L」は支持⾧さ（m）
        「Wdl」はスラブ自重（kN/m　）を表す。<式１>

2

2

（注２）自重を含めた全荷重（141.0/L　）が21.69kN/m　を超える場合は、

2

<式１>

        21.69kN/m　とする。

2 2

2

   4.50以下

（ｄ）打込みびょうを用いるときは、別途打込みびょうメーカーの施工要領に従い、その施工位置は特記による。
（ｅ）すみ肉溶接を用いるときは、別途特記による。

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

b

ｃ

b

ａ
ｃ

ａ

b

b

ａ
ｃ ｃ

ａ

ｃｃ ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃｃ ｃ

ａ ａ

ｃ

b

b

ａ

W≦600mm

L≦
900mm

b

b

ａ

ｃ ｃ

ａ

ｃ ｃ

仮想開口

ｃ

ｃ

  連続支持
  単純支持

特記無き限り下記とする。 特記は括弧内に記す。

※2

※3  FP120FL-0173    3.60以下    12.2以下   75以上  頭付きスタッド仕様
     耐火補強筋

 φ6-100X100または
   D10-200X200

※4  連続支持
  単純支持

※５ スパンと積載荷重が常温時の設計を超える場合は、常温時の設計を優先する。

※5

デッキプレート形状・寸法

　 HPスペーサー　 HPクローザー

　 SEF幅調整板
600

120

142 158

100200

　 HPF（中間エンクロ用）

デッキプレート端部中間エンドクローズ仕様(形状・寸法)
225

50以上

120

75

45

鉄骨梁 50以上
120

焼抜き栓溶接、

又は頭付きスタッド
発射打込みびょう

システム部品デ
ッ
キ
プ
レ

ー

ト
形
状
・
寸
法
等

＊溝部換算スラブ厚さは 51mmです。

(7)耐火補強筋の納まり

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

ハイパーデッキ
※スペーサー:

耐火補強筋:D13
（デッキ各溝）

45

30

ピッチ1.0m以下

mm

mm

（溶接金網受）（小口ふさぎ）
　 ｸｲｯｸ・ﾊﾞｰ・ｽﾍﾟｰｻｰ（QBS）

（耐火補強筋受）

火

認

定

条

件

（ｂ）中間エンクロのデッキを小梁で分ける場合、嵩上げ材取付け等検討する。（図２）

±0 -45 ±0

（図2）中間小梁でデッキを分ける場合

-45

（参考例）

嵩上げ材等

耐火
区分

1.2mm 1.6mm（1.0mmの場合は耐火認定条件※6に注意）

Z27 K18 その他［　  　　］

軽量

21 24  [          ]

70 75 80 90 100 [　　　　]

φ6-100 [                  ]　

[                             ]

オープン（小口ふさぎ等を使用）

数値等は［　］内に記入して下さい。

120

200

142 79

300

*1 溶接方法は合成スラブ工業会Q&Aを参照

（ｂ）デッキプレ－トは梁上に安全な状態で仮置きし、風等で飛ばされないように養生する。

（ｂ）1山品デッキプレートは、敷き始めに納める。

一山品は敷き始めとする。

*1

※ 大梁の両側に幅調整板がくる場合、
頭付きスタッドを用いて下さい。

壁

幅調整板

デッキプレートと 幅調整板を溶接等で
結合する ※頭付きスタッドを
用いる場合は不要

発射打込みびょう
焼抜き栓溶接又は

デッキプレートと
幅調整板を溶接等で
結合する
※頭付きスタッドを
用いる場合は不要幅調整板

スラブ厚
スラブ厚 普通コン(２時間耐火80以上,１時間耐火60以上)軽量コン(２時間耐火75以上)


